
産業建設常任委員会審査日程 

 

日 時  令和３年２月２５日（木）  

     午前９時～ 

場 所  第２委員会室 

審査内容   

 

１ 議案第６号 令和２年度山陽小野田市水道事業会計補正予算（第２回）に 

ついて（水道）  

 

２ 議案第７号 令和２年度山陽小野田市工業用水道事業会計補正予算 

（第１回）について（水道） 

 

３ 議案第２号 令和２年度山陽小野田市駐車場事業特別会計補正予算 

（第２回）について（都市） 

 

４ 所管事務調査 駐車場事業の経営戦略について（都市） 

 

５ 議案第８号 令和２年度山陽小野田市下水道事業会計補正予算（第２回）

について（下水） 

 

６ 議案第３０号 山陽小野田市地方卸売市場条例を廃止する条例の制定に 

ついて（農林） 

 

７ 議案第３１号 山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計条例を廃止する 

条例の制定について（農林） 

 

８ 附属営業施設契約更新についての陳情書について 

 

９ 山陽小野田市地方卸売市場民間運営計画の見直しを求める陳情書について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※審査番号８～９は午後１時から固定とします。 



議案第 6号　令和2年度補正予算（第2回）について（上水）

1 収益的収支 （単位：千円）

税抜き 税込み 税抜き 税込み 税抜き 税込み

収　入 1,419,186 1,552,406 1,385,234 1,515,793 -33,952 -36,613

支　出 1,396,703 1,468,443 1,270,650 1,348,417 -126,053 -120,026

純利益 22,483 114,584 92,101

 収入内訳

給水収益 1,290,303 1,419,334 1,268,015 1,394,817 -22,288 -24,517

受託工事収益 6,583 7,241 1,245 1,370 -5,338 -5,871

他会計負担金 15,584 15,584 7,035 7,035 -8,549 -8,549

長期前受金戻入 58,658 58,658 58,036 58,036 -622 -622

他会計補助金 9,796 9,796 9,705 9,705 -91 -91

特別利益（簡） 2,438 2,438 2,438 2,438

その他 35,824 39,355 38,760 42,392 2,936 3,037

 支出内訳

人件費 431,481 431,992 425,537 426,021 -5,944 -5,971

委託料 124,392 136,828 61,298 67,436 -63,094 -69,392

修繕費 107,859 117,960 81,893 89,517 -25,966 -28,443

動力費 60,757 66,833 50,884 55,973 -9,873 -10,860

薬品費 17,424 19,167 15,854 17,439 -1,570 -1,728

受水費 48,239 53,063 46,791 51,470 -1,448 -1,593

負担金 34,163 37,038 29,824 32,369 -4,339 -4,669

受託工事費 6,300 6,930 1,209 1,330 -5,091 -5,600

減価償却費 445,255 445,255 443,974 443,974 -1,281 -1,281

資産減耗費 10,000 10,000 4,920 4,920 -5,080 -5,080

支払利息 61,066 61,066 59,471 59,471 -1,595 -1,595

消費税 29,184 46,356 17,172

その他 49,767 53,127 48,995 52,141 -772 -986

2 資本的収支 （単位：千円）

税抜き 税込み 税抜き 税込み 税抜き 税込み

収　入 407,949 407,949 413,767 413,767 5,818 5,818

支　出 1,017,661 1,079,413 947,447 1,003,003 -70,214 -76,410

支出（前年度繰越） 38,038 41,842

資金不足額 -671,464 -631,078 40,386
補てん財源 ＝  4条消費税 + 損益勘定留保資金    +  建設改良積立金取崩
631,078  ＝   59,360   +  　　387,920 　  　 +    　183,798

 収入内訳

企業債 374,300 374,300 391,300 391,300 17,000 17,000

工事負担金 30,037 30,037 18,816 18,816 -11,221 -11,221

出資金 733 733 733 733

他会計補助金 2,879 2,879 2,879 2,879

その他 39 39 39 39

 支出内訳

建設改良費 631,436 693,188 562,307 617,863 -69,129 -75,325

償還金 366,225 366,225 365,140 365,140 -1,085 -1,085

予備費 20,000 20,000 20,000 20,000

◎企業債残高　　　　　　(R1'末) 4,845,458　→　 (R2'末) 4,871,618

既決予算(A) 決算見込(B) 補正額　(B)-(A)

既決予算(A) 決算見込(B) 補正額　(B)-(A)
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議案第 7号　令和2年度補正予算（第1回）について（工水）

1 収益的収支 （単位：千円）

税抜き 税込み 税抜き 税込み 税抜き 税込み

収　入 263,778 289,735 263,946 289,904 168 169

支　出 231,627 255,734 202,311 225,947 -29,316 -29,787

純利益 32,151 61,635 29,484

 収入内訳

給水収益 259,392 285,331 259,392 285,331

他会計負担金 120 120 264 264 144 144

長期前受金戻入 3,499 3,499 3,499 3,499

その他 767 785 791 810 24 25

 支出内訳

人件費 57,973 58,025 58,571 58,634 598 609

委託料 18,716 20,588 4,071 4,478 -14,645 -16,110

修繕費 10,750 11,825 4,782 5,261 -5,968 -6,564

動力費 42,883 47,171 39,032 42,935 -3,851 -4,236

受水費 53,991 59,390 52,450 57,695 -1,541 -1,695

負担金 8,371 9,130 5,921 6,440 -2,450 -2,690

減価償却費 27,106 27,106 27,106 27,106

資産減耗費 300 300 100 100 -200 -200

支払利息 2,684 2,684 2,684 2,684

消費税 10,243 12,727 2,484

その他 8,853 9,272 7,594 7,887 -1,259 -1,385

2 資本的収支 （単位：千円）

税抜き 税込み 税抜き 税込み 税抜き 税込み

収　入 66,000 66,000 66,000 66,000

支　出 49,954 52,304 55,665 58,587 5,711 6,283

資金不足額 -52,304 -58,587 -6,283
補てん財源 ＝ 4条消費税 　+　 損益勘定留保資金　+   減債積立金取崩　+　建設改良積立金取崩
    58,587 ＝  　2,922 　 +  　　 　 23,707     +   　　　23,454 　 +　　　　8,504

 収入内訳

長期貸付金償還金 66,000 66,000 66,000 66,000

 支出内訳

建設改良費 26,500 28,850 32,211 35,133 5,711 6,283

償還金 23,454 23,454 23,454 23,454

◎企業債残高　　　　　　(R1'末) 140,037　→　 (R2'末) 116,583

既決予算(A) 決算見込(B) 補正額　(B)-(A)

既決予算(A) 決算見込(B) 補正額　(B)-(A)
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令和３年２月１日 
 
 

厚狭駅南口駐車場の利用状況について 
 

                                                                   都市計画課 
 
○利用台数および稼働率について                

 
 
 

 
平成30年度 
(4/1～1/31) 

 

 
令和元年度 
(4/1～1/31) 

 

 
令和２年度 
(4/1～1/31) 

 
 
 

利用台数 
 

 
合  計 

 
42,923 台 

 
46,374台 

 
21,608台 

 
日平均 

 
140 台／日 

 
152 台／日 

 
71台／日 

 
稼 働 率 

 

 
74 ％ 

 

 
80％ 

 
37％ 

 
 
 

○駐車料金について 
 

 
 
平成30年度(4/1～1/31) 

 
令和元年度(4/1～1/31) 

 
令和２年度(4/1～1/31) 

 
 
駐車料金 
 

 
16,020,100 円 

 
17,470,460円 

 
5,019,680円 

 
52,182 円/日 

 
57,093 円/日 

 
16,404 円/日 

 
 
定期券 
 
 

 
 料金 

 
1,537,000  円 

 
1,825,000  円 

 
2,000,000  円 

 
 利用者 
 

 
384 人 

(  38.4人/月) 

 
456 人 

(  45.6人/月) 

 
500 人 

(  50.0人/月) 
 
 
 
 
プリカ 
 
 
 
 

 
 千円 
 枚数 

 
11,000 円 

11 枚 

 
7,000 円 

7 枚 

 
0円 
0枚 

 
 3千円 
 枚数 

 
33,000 円 

11 枚 

 
36,000 円 

12 枚 

 
12,000 円 

4枚 
 
 5千円 
 枚数 

 
225,000 円 

45 枚 

 
345,000 円 

69 枚 

 
110,000 円 

 
 
   料金合計 

 
17,826,100 円 

 
19,683,460 円 

 
7,141,680 円 

  
 
 
 

 



H27(決算) H29(決算) H30(決算） R1(決算） R2(予算） R2(12月補正） R2(3月補正） R3 算定根拠

駐車料金 27,046,650 16,892,250 19,248,190 19,404,260 17,000,000 17,000,000 6,600,000 6,000,000

定期駐車券 832,000 1,260,000 1,760,000 2,120,000 1,500,000 1,500,000 2,000,000 1,500,000

プリペイドカード 165,000 200,000 336,000 427,000 200,000 200,000 100,000 150,000

行政財産使用料 自動販売機設置に伴うもの 4,520 4,520 4,520 4,520 4,000 4,000 4,000 4,000

納付証明手数料 納付証明手数料 200

雑入 諸収入 自動販売機の電気料など 51,052 48,450 45,824 45,597 45,000 45,000 45,000 45,000

28,099,222 18,405,420 21,394,534 22,001,377 18,749,000 18,749,000 8,749,000 7,699,000

繰越金 前年度繰越金 13,790,932 8,148,977 3,355,161 9,279,689 22,296,000 22,655,000 22,655,000 21,639,000

一般会計繰入金 繰入金 0

41,890,154 26,554,397 24,749,695 31,281,066 41,045,000 41,404,000 31,404,000 29,338,000

H27(決算) H29(決算) H30(決算） R1(決算） R2(予算） R2(12月補正） R1(3月補正） R3

消耗品費 駐車券・パスカードなど 214,676 300,767 278,248 325,050 311,000 311,000 311,000 311,000

光熱水費 電気料・水道料 432,868 467,929 480,292 408,362 540,000 540,000 540,000 540,000

修繕費 トイレの設備修繕など 677,592 519,210 690,660 884,620 1,444,000 1,444,000 1,444,000 1,444,000 トイレ・街灯・管理棟・区画線

通信運搬費 ＮＴＴ電話料金 142,579 149,151 150,676 147,527 214,000 214,000 214,000 214,000

保険料 建物総合損害共済基金分担金 3,001 3,167 3,184 3,968 4,000 4,000 4,000 5,000

窓口収納手数料 7,000

組戻手数料 11,000

訂正手数料 6,000

清掃委託料 277,992 277,992 306,682 308,622 328,000 328,000 328,000 327,000 駐車場清掃・トイレ清掃

草刈等委託料 162,000 199,800 0 204,000 204,000 204,000 204,000

システム維持管理業務委託料 1,127,520 1,127,520 657,720 0 0 0 0 0 機器借り上げ料に含む

緊急業務委託料 10回/月を超えた際に支払 0 0 0 0 28,000 28,000 28,000 28,000

使用料及び賃借料 機械器具借上げ料 ｹﾞｰﾄ・管理ｼｽﾃﾑﾘｰｽ(6年ﾘｰｽ) 0 0 2,268,000 5,493,600 5,544,000 5,544,000 5,544,000 5,544,000 420,000*1.1*12か月

下水道使用料 30,896 40,938 42,914 38,350 48,000 48,000 48,000 48,000

工事請負費 工事請負費 0 0 4,922,640 0 22,200,000 22,200,000 0 0

備品購入費 庁用器具費 62,640 0 0 0 0 0 0 0

公課費 消費税及び地方消費税 1,200,300 354,200 897,300 1,015,100 1,100,000 1,100,000 1,100,000 500,000

4,170,064 3,402,874 10,898,116 8,625,199 31,965,000 31,965,000 9,765,000 9,189,000

公債費 元金・利子 地方債償還金元金及び利子(H30終了) 19,796,362 19,796,362 4,571,890 0 0 0 0

人件費 給料等 臨時職員など 0 0 0 0 0 0 0

基金 基金 舗装改修や施設改修等 0 0 0 0 0 0 0

予備費 予備費 0 22,655,867 9,080,000 9,439,000 21,639,000 20,149,000

23,966,426 23,199,236 15,470,006 31,281,066 41,045,000 41,404,000 31,404,000 29,338,000

一般会計繰出金 繰出金

23,966,426 23,199,236 15,470,006 31,281,066 41,045,000 41,404,000 31,404,000 29,338,000

H27(決算) H29(決算) H30(決算） R1(決算） R2(予算） R2(12月補正） R2(3月補正） R3

4,132,796 △ 4,793,816 5,924,528 △ 9,279,689 △ 22,296,000 △ 22,655,000 △ 22,655,000 △ 21,639,000

17,923,728 3,355,161 9,279,689 0 0 0 0 0

歳入小計

令和３年度  予算要求　山陽小野田市駐車場事業特別会計　参考資料
→料金値下　1日目は最大500円　２日目以降は6時間毎100円加算

歳　入

駐車場使用料
駐車場使用料

　単年度収支(歳入小計－歳出小計)

歳入合計

歳　出

需用費

委託料
管理委託料

一般管理費小計

歳出小計

歳出合計

収　支

役務費

手数料

繰越金を考慮した収支(歳入合計－歳出合計）



：山陽小野田市

(1)事業形態等

法非適用 事業開始年月日 

厚狭駅南口駐車場 種　　　類

駅 建設後（建替後）の経過年数

2,500㎡ 収　容　台　数

24時間 一時間当たりの料金

H29　　　　　  79.3％ H30　　　　　　　138.3.％

H29　　　　　　64.2％ H30　　　　　　　　73.7％

ア　民間委託

イ　指定管理者制度

ウ　PPP・PFI

（2)料金形態　
〈平面駐車場〉

平成28年4月1日

（3）駐車場実態調査による現状把握・分析

（4）経営比較分析表を活用した現状分析：別紙１のとおり  ※直近の経営比較分析表を添付

100円

R元　　　　　　　255.1％

R元　　　　　　　 81.1％

1．事業概要

団　　体　　名

事　　業　　名

営業時間

収益的収支比率
※過去3年度分を記載

稼働率
※過去３年度分を記載

厚狭駅南口駐車場事業経営戦略

平成11年3月13日

届出駐車場

22年

190台

策　　定　　日

計  画  期  間

：駐車場事業

：令和３年３月

：令和３年度　　～　　令和１２年度

法適（全部適用・一部適用）
非適の区分

施　設　名

立　　地

駐車場使用面積

　平成11年3月に開業した山陽新幹線厚狭駅（在来線併用）の利用者のため整備した駐車場で、通勤通学者や旅
行者など山陽小野田市を含め近隣自治体などの利用者が利用している。

料金の概要
・

考え方

定期駐車料は１ｹ月4,000円

24時間を超える場合　6時間毎に100円を加算
19時間を超え24時間まで 　500円 
12時間を超え18時間まで 　400円
4時間を超え12時間まで　 　300円
2時間を超え4時間以内　　　200円

1時間以内　　                　 無料
1時間を超え2時間以内　　  100円

プリペイドカード
1,000円（1,100円）
3,000円（3,500円）
5,000円（6,000円）

民間活用の状況

維持管理業務、保守業務を民間委託している。

現在のところ実施予定なし

導入予定はない。

料金改定年月日
（消費税のみの改定は含まない）
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）：別紙２のとおり

（２）投資・財政計画(収支計画）の策定についての説明

①収支計画のうち投資についての説明

②収支計画のうち財源についての説明

③収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①今後の投資についての考え方・検討状況

　平成30年度に出口を1カ所新設し、精算機ほか機器類の更新を実施した。令和3年度以降に未舗装部分の舗装
工事を実施する予定としていたが、新型コロナウィルス感染症の影響により、料金収入が大幅に減少しており、数
年は経過を観察し実施を検討していく。その後は、経年劣化により大規模な改修が必要となることも想定されるた
め、今後の利用動向を踏まえた計画的な施設整備に努める。

　一般会計からの繰り入れをせず、料金収入で運営しており、設備投資に要した企業債も平成30年度に完済して
いる。

・支出の抑制、経費の節減、サービスの向上に努め、安定経営を図る。
・駐車場機器類の賃貸借及び維持管理業務を民間委託している。契約期間は平成30年11月から令和5年10月ま
でであるが、その後も引き続き民間委託により実施する予定である。

経営基盤の強化
　・駐車場経営について分析を行い、経営改善を実施し安定経営を目指す。
満足度の高いサービスの提供
　・隣接駅の駐車料金設定や利用者のニーズを的確に把握し、駐車場の利用促進を図り、収入の増を目指す。
安心安全な施設の維持
　・定期的な施設の点検・修繕を行うとともに、耐用年数の経過した設備等を更新し、利用者が安心して安全に利
用できるよう駐車場施設の維持に努める。

その他の取組

修繕箇所や設備投資をすべき箇所については、精査する
ことで計画的な投資を行う。

検討の予定なし

事故等がないよう安全管理に努める。

特に予定なし

該当なし

投資の平準化に関する事項

施設等の統合・縮小・廃止に関する事項

防災・安全対策に関する事項

民間の活力の活用に関する事項
（PPP・PFIなど）
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②今後の財源についての考え方・検討状況

③投資以外の経費についての考え方・検討状況

４．公営企業として実施する必要性など

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

該当なし

経営戦略の事後検証、更新等に関する事項
経営比較分析表を活用しながら進捗管理を行い、5年を目
途に経営戦略の事後検証・更新を行う。

事業の意義、提供するサービス自体の必要性

公営企業としての実施する必要性

JR厚狭駅（新幹線、在来線）利用者等の駐車場需要に対
し、安定的な駐車スペースの供給を図る施設となってい
る。

JR厚狭駅（新幹線、在来線）利用者の利便性のため

その他の取組

民間の活力の活用に関する事項
（指定管理者制度、PPP・PFIなど）

職員給与に関する事項

委託費に関する事項

その他の取組

特になし

特になし

現在維持管理・保守業務を民間に委託している。

該当なし

　駅利用者の増進を目的に、近隣の駐車料金を考慮し安
価な料金設定としている。料金の値下げ等は現在考えて
いないが、今後近隣駐車場の状況を見ながら検討してい
く。

料金形態に関する事項

稼働率に関する事項

繰入金に関する事項

資産の有効活用に関する事項

　当施設は、JR厚狭駅(新幹線、在来線）の利用者の駐車
が主であるため、比較的長時間の利用となる傾向があり
回転率が上がらないため、稼働率を上げていく取組にも
限界があるが、その分限られた料金収入で過大な投資を
行わないよう施設整備は計画的に実施していく。

現在繰入金は無く、今後も繰入金を要する見込みは無い。

利用者の少ない期間の利用者増に向けた対策の検討を
行う。

- 3 -



別紙２
（単位：千円）

　　　　年　　　　　度

(A) 15,301 18,405 21,394 22,001 8,750 7,700 8,750 9,750 10,750 10,750 10,750 10,750 10,750 10,750 10,750

(B) 14,668 18,352 21,344 21,951 8,700 7,650 8,700 9,700 10,700 10,700 10,700 10,700 10,700 10,700 10,700

14,668 18,352 21,344 21,951 8,700 7,650 8,700 9,700 10,700 10,700 10,700 10,700 10,700 10,700 10,700

(C)

633 53 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

633 53 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

(D) 6,044 3,780 10,958 8,625 9,765 9,189 8,600 8,600 7,740 6,530 29,530 4,900 4,900 4,900 4,900

5,279 3,403 10,898 8,625 9,765 9,189 8,600 8,600 7,740 6,530 29,530 4,900 4,900 4,900 4,900

5,279 3,403 10,898 8,625 9,765 9,189 8,600 8,600 7,740 6,530 29,530 4,900 4,900 4,900 4,900

765 377 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

765 377 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

765 377 60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(E) 9,257 14,625 10,436 13,376 △ 1,015 △ 1,489 150 1,150 3,010 4,220 △ 18,780 5,850 5,850 5,850 5,850

(F) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(G) 19,032 19,419 4,511 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(H) 19,032 19,419 4,511 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(I) △ 19,032 △ 19,419 △ 4,511 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(E）+（I)　　　 (J) △ 9,775 △ 4,794 5,925 13,376 △ 1,015 △ 1,489 150 1,150 3,010 4,220 △ 18,780 5,850 5,850 5,850 5,850

(K)

(L) 17,924 8,149 3,355 9,280 22,656 21,641 20,152 20,302 21,452 24,462 28,682 9,902 15,752 21,602 27,452

(M)

(J）-(K)+(L)-(M)　　 (N) 8,149 3,355 9,280 22,656 21,641 20,152 20,302 21,452 24,462 28,682 9,902 15,752 21,602 27,452 33,302

(O)

黒 字 (P) 8,149 3,355 9,280 22,656 21,641 20,152 20,302 21,452 24,462 28,682 9,902 15,752 21,602 27,452 33,302

赤 字 (Q)

　　　　年　　　　　度

(E）　　

(B）-（C)　　

(A）　　

(D）-（H)　　

(S)

(W)

(X) 23,930 4,511 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2029
令和１１年度

2030
令和１２年度

様式第2号（法非適用企業）

　　　イ　その他

（２）営業外費用

　　　ア　支払い利息

　　　　　　　　　うち一時借入金利息

　　　ア  職員給与費

　　　　　　　　　うち退職手当

(6)工事負担金

(7)その他（一般会計繰入金）

資
本
的
収
入

1．資本的収支

(1)地方債

うち資本費平準化債

(2)他会計補助金

(3)他会計借入金

(4)固定資産売却代金

(5)国（都道府県）補助金

）

うち資本費平準化債償還金

うち資本費平準化債償還金

(3)他会計長期借入金返還金

(4)他会計への繰出金

様式第2号（法非適用企業）

2.資本的支出

(1)建設改良費

(R)

2029
令和１１年度

2030
令和１２年度

2029
令和１１年度

2030
令和１２年度

　　ウ　その他

(2)営業外収益

　　ア　他会計繰入金

　　イ　その他

収
益
的
収
入

収
益
的
支
出

2.総費用

（１）営業費用

2019
令和元年度

2020
令和２年度

　　　　　区　　　分

）×100

前年度からの繰越金

前 年 度 繰 上 充 用 金

収 支 再 差 引

　　　　　3.収支差引き　　(A)-（D）

(2)地方債償還金

　　　　　　　　　うち資本費平準化債分

　　　イ　その他（一般会計繰出金）

資
本
的
収
支

資
本
的
支
出

収
益
的
支
出

　　ア　料金収入

　　イ　受託工事収入

(5)その他

３．収支差引　　　(F)-(G)　　　　　

(1)営業収益

2026
令和８年度

2027
令和９年度

2028
令和１０年度

2016
平成28年度

2017
平成29年度

2018
平成30年度

2019
令和元年度

2020
令和２年度

2021
令和３年度

2022
令和４年度

2023
令和５年度

2024
令和６年度

2025
令和７年度

2026
令和８年度

2027
令和９年度

2028
令和１０年度

2021
令和３年度

2022
令和４年度

2023
令和５年度

積 立 金

2024
令和６年度

2025
令和７年度

2016
平成28年度

2017
平成29年度

2018
平成30年度

((R)　/（S)×100）

(T)

形 式 収 支

翌年度へ繰り越すべき財源

実 質 収 支

(N)-(O)

赤 字 比 率 （

収 益 的 収 支 比 率 （

健全化法施行令第16条第1項により算定した

資 金 の 不 足 額

資 金 の 不 足 額

営業収益-受託工事収益　　　　　　　　　　(B）－（C）

×100

地方財政法施行令第16条第1項により算定した

　　　　　区　　　分

1.総収益

合 計

2028
令和１０年度

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

2023
令和５年度

2024
令和６年度

2025
令和７年度

2026
令和８年度

2027
令和９年度

2018
平成30年度

2019
令和元年度

2020
令和２年度

2021
令和３年度

2022
令和４年度

2016
平成28年度

2017
平成29年度

年　　度

区　　　分

基 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

他 会 計 借 入 金 残 高

○他会計繰入金

(U)

(V)

健全化法第22条により算定した

資 金 不 足 比 率
((T)　/（V)×100）

健 全 化 法 施 行 規 則 第 6 条 に 規 定 す る

解 消 可 能 資 金 不 足 額

健 全 化 法 施 行 令 第 1 ７ 条 に よ り 算 定 し た

事 業 の 規 模

地 方 債 残 高

地 方 財 政 法 に よ る

資 金 不 足 の 比 率



別紙１

グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和元年度全国平均

163.1

62.4 83.1 54.7   平均値 70.5 59.2

当該値     
37,820

H27 H28 H29

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
　平成３０年度に地方債を完済し、稼働率も増加し
比較的安定した経営を保てると想定していたが、令
和元年度末から新型コロナウィルス感染症の影響に
より、大幅な収入の減少がみられる。令和3年度以
降に予定していた未舗装部分の整備については、数
年は利用動向を観察し、実施を検討していく。今後
想定される経年劣化による施設改修についても、計
画的に実施する予定である。

135,789

⑧設備投資見込額(千円)

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01

 24.6 0.0 0.0 当該値 153.2

8,131 8,076 8,265平均値 38.2 34.6 37.6 30.2 33.9平均値 22 16 21 17 15

当該値 23,929 10,022当該値 0 0 0 0 0

平均値 6,967 7,138

R01 H27

15,002 10,496 13,376当該値 85.1 64.0 81.5 48.9 60.7

289.2 　平成３０年度に地方債を完済し、今後利用者が増
加し安定した経営を行っていく計画としていたが、
令和元年度末から新型コロナウィルス感染症の影響
により、大幅な収入の減少がみられる為、駐車場施
設の更新投資の計画を見直し、今後の利用動向を踏
まえた計画的な施設整備に努める。

3. 利用の状況について
　当施設は、新幹線利用者の駐車が主であるため、
比較的長時間の利用となる傾向があり、回転率が上
がらないため、稼働率を上げていく取組にも限界が
あるが、その分限られた料金収入で過大な投資を行
わないよう、施設整備は計画的に実施している。
「稼働率」について平成28年度に駐車料金の値下げ
を行なったことにより、その周知後は、駐車場利用
者が増え、前年度よりも高い水準で推移している。

H29 H30 R01

2.資産等の状況

6.0 3.8 2.0 平均値 269.0 276.6

H28 H29 H30 R01 H27 H28H27 H28 H29 H30

2. 資産等の状況について
平均値 419.4 371.0 509.2 378.1 756.6 平均値 3.2 2.9

当該値 52.1 52.1 64.2 73.7 81.1当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

274.8 275.5

当該値 117.2 61.0 79.3 138.3 255.1

H27 H28 H29

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
　当駐車場は、一般会計からの繰り入れをせず、料
金収入で運営しており、経営状態は安定している。
　「収益的収支比率」については、利用者の利活用
向上の観点から、平成２８年度に料金の値下げを実
施し、周知されたことにより数値が増加し、稼働率
も微増ながら増加している。
　「売上高ＧＯＰ比率」「ＥＢＩＴＤＡ」について
は総収益が増加し、総費用（臨時的な工事費等）が
減少した為、数値は増加している。
　令和元年度末から、新型コロナウィルス感染症の
影響により、テレワークや外出自粛などが実施さ
れ、駐車場利用者が少なくなっており今後は大幅な
収入の減少が想定される。

H27 H28 H29 H30 R01 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27

該当数値なし 届出駐車場 附置義務駐車施設 広場式 20 190 100 導入なし 【】

分析欄

無 2,500 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 駅

－

経営比較分析表（令和元年度決算）
山口県山陽小野田市　厚狭駅南口駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0

800.0

①収益的収支比率(％)
【619.1】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【425.4】

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑨累積欠損金比率(％)

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

⑥有形固定資産減価償却率(％)

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

②他会計補助金比率(％)
【2.3】

0

5

10

15

20

25

③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【17】

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

⑪稼働率(％)
【205.9】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

④売上高ＧＯＰ比率(％)
【20.8】

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【14,290】

該当数値なし 該当数値なし



◆資本的収支

（収入） （単位：千円）

予算現額 3月補正額 補正後予算額 補正内容

1 資本的収入 1,681,506 70,000 1,751,506

1 企業債 814,100 35,000 849,100 公共下水道事業債の増

3 国庫補助金 447,420 35,000 482,420 社会資本整備総合交付金の増

（支出） （単位：千円）

予算現額 3月補正額 補正後予算額 補正内容

1 資本的支出 2,444,840 70,000 2,514,840

1 建設改良費 1,048,017 70,000 1,118,017

1 公共下水道建設費 1,047,017 70,000 1,117,017 処理場建設事業の増

1,173,811 0 1,173,811

◇第2回補正の内容

　国から第3次補正予算に係る社会資本整備総合交付金（防災・安全交付金）の配分に伴い、令和3年度

予定事業の前倒し実施を要請されたため、以下の工事について、令和2年度補正予算で実施するもの。

＜予定工事＞

　・ 小野田水処理センター汚水ポンプ改築工事 20,000千円

　・ 小野田水処理センター受変電設備改築工事 50,000千円

計 70,000千円

令和2年度 山陽小野田市下水道事業会計補正予算（第2回）について

予算科目

予算科目

一般会計繰入金

令和3年2月25日 産業建設常任委員会資料








































